
中川　高齢化、少子化、う�の減少、そし

て過剰ともいわれる歯科医院数などから

歯科界の危機とまで叫ばれる昨今です。そ

のようななかで、これからの歯科を考えて

いくと歯科医院のあり方そのものも見直

す時期でもあるのかなと思います。そんな

折、昨年11月の『日本デンタルショー2008』

で、患者さんをお迎えする新しいおもてな

しの心“診療空間-Japan Sensitive-”を提

案されました。

　そこで今回は、これからの歯科医院のあり

方を考えるということで、診療空間をテーマ

に座談を進めます。ゲストは原宿デンタルオ

フィス院長で東京SJCD最高顧問の山﨑長

郎先生と、デンタルクリニックの空間デザイ

ンにおいても第一人者であるジョイントセン

ター株式会社の原 兆英代表取締役です。

　山﨑先生は2年前にクリニックを新築、移

転される際に、原先生にクリニックのデザイ

ンを託されています。また、ジーシーが7月

に発表した新しいデンタルユニット「レ

フィーノ」の開発アドバイザーでもあります。

原先生には、日本デンタルショーでジーシー

が提案した-Japan Sensitive-の空間デザイ

ンを手がけていただきました。

山﨑　実は、原さんには移転前のオフィス

も含めて2回デザインをしてもらっています。

前のオフィスはとても気に入っていて、一生

このままいこうと考えていたくらい好き

だったのですが、ビルの建て替えでどうして

も移転せざるを得なくなってしまいました。

あのオフィスが私の原点だと思います。

　ところで、日本デンタルショーでジーシー
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図1　ジーシーがお贈りする、上質な空間デザインコンセ
プトのキーワードは3つ。
患者さんを大切なゲストとして、お迎えする。
おもてなしの気持ちをアピールできること、ホスピタリティ。

図2　ゲストである患者さんにゆったりとした安らぎを
感じていただき、また来たいと思えるデザインや空間で
あること、ホープフル。

図3　診療空間でありながら、緊張を緩和し癒しを感じ
るデザインであること、ヒーリング。
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ジーシー・高田光明

が提案した空間とユニットの評判はどうで

したか。

高田　今回発売した「レフィーノ」とケア用

のチェアを置いて原先生に空間デザインを

お願いしました。患者さんの満足を得られ

る新しいユニットと上質空間をご提案する

ということで、“おもてなしの心”を-Japan 

Sensitive-というデザインコンセプトで展開

していただきました。

　ユニットは参考出品だったためアピール

できませんでしたが、多くの先生方に何度

も足を運んでいただき、「素敵なユニット展

示だね」とか、「ユニットの発売を待っている

よ！」とお声を掛けていただいた時はとても

嬉しかったですね。お陰様で、ユニットへの

関心も非常に高いものを感じました。

中川　デンタルショーでは、かなりのインパ

クトがありましたね。今までになかったユ

ニット展示だったと思います。その-Japan 

Sensitive-というコンセプトとは、どのよう

なものだったのですか？　もう少し詳しく

教えてください。

高田　今回の「レフィーノ」の開発は、 “患者

さんには心地よく治療をお受けいただけ

る、先生や歯科衛生士さんには快適にご診

療が行える”という設計方針を立て、さまざ

まな機能に対し、“上質”をテーマに開発に

着手しました。ネーミングもスペイン語で

“上質な”という意味の「レフィーノ」とし、そ

の表現には数社のデザイン会社でコンペを

行いました。近年の歯科診療は、“Cureから

Careへ”という臨床の流れなど予防に重点

司会・中川孝男 先生

が置かれています。また、インプラント治療

などもその成功のためには歯周管理や定期

的なメインテナンスが必要不可欠です。そ

のような歯科診療の変化に応じ、患者さん

に快くご来院いただく、そして快適に治療を

受けていただき、3ヶ月か、半年後の来院の

お約束をして気持ちよくお帰りいただく。そ

んなこれからの診療パターンをイメージし

て“患者さんが通院したくなるような診療空

間やユニット”をトータルにご提案したい、

日本デンタルショーでぜひご紹介したいと

考え、その思いを原先生へお伝えしました。

原　そうですね。このお話を伺い、何度も

打合せを行って、中尾社長やジーシーさん

がこれからの歯科医療のために、どのよう

なことをご提案したいのかがよくわかりま

した。私も大変共感し、その診療空間の創

造にあたって、日本の精神性のなかにある

「迎」（Hospitality）、「悠」（Hopeful）、「癒」

（Healing）という3つのキーワードを基に、

-Japan Sensitive-というデザインコンセプ

トとして日本デンタルショーで具現化した

図4　通常のユニット展示ブースと異なり入口ホールを設置。ホールは「おもてなし」する間であり展示空間全体の"顔"と
して品格を一目で伝える役割もある。

図6　キャビネットには桐を使用。桐は抗菌作用など機
能的にも優れているが、品のある温かみや優しさも感じ
られる。利点を損なわないようシンプルにデザインした。

図5　チェアは一人掛けで低いものを。視線を低くする
ことで落ち着きと、空間に広がりがでてくる。

5No.130   2009-8 130号   2009-8



わけです。あの空間は、「レフィーノ」の開発

の狙いをそのまま拡張し、引き立てるとと

もに、ゲストである患者さんが癒される空

間としてデザインしました。今までのジー

シーさんとは違う、新しいメッセージを訴え

た表現だったのです。

中川　なるほど。確かに原先生のお話に

あったように安らぐ空間でしたね。そして、

「レフィーノ」もよくマッチしていた。その空

間づくりにはどんな工夫があったのですか？

原　少し具体的にデザインについてご解説

しますと、ゲストである患者さんをお迎えす

るエントランスには、広いスペースと奥行き

のあるフロア、お座りいただくレセプション

エリアのチェアは、一人一人の患者さんを大

切にしていることが分かるように一人掛け

で低いものを選びました。視線を低くする

ことで落ち着きと空間の広がりが出てきま

す。床や壁、ユニットは優しい空間を作り出

す色調、淡いキャラメル系のトーンであわせ

ることでさらに温かさをかもし出し、抗菌作

用のある日本伝統の木材である桐を壁に使

い、診療に携わるすべての方々の衛生面に

配慮しています。また、眼にも優しい柔らか

い間接照明を採用し、天井からは鳥のさえ

ずりを、足元からは小川のせせらぎを、そし

てほのかに香るアロマセラピーなど。この

診療空間は、治療の場という今までの概念

から、癒しの場という新しい医療の形を提

案しているのです。

山﨑　それはジーシーとしては大きなイン

パクトだったね。それまでジーシーはデザイ

ン的にはいまひとつで、おもにユニットの機

能をアピールしてきたから。

中川　たしかに、ジーシーにはそんな印象

がありましたね。

　ところで、山﨑先生のオフィスはいつもハ

イセンスで素晴らしいのですが、どのような

ことを大切にされていますか。

山﨑　私は派手なオフィスはあまり好きで

はありません。いくら格好よくても、長い期

間で考えると時代とか自分も変わるから、

そんな変遷を考えたときに、そのオフィス

が自分と合わなくなるのは好きじゃないの

です。だから、一番大事に思っていることは、

オフィスがいかに自分にぴったり合ってい

るかということですね。

原　ベーシックですが、それがとても大事

なことです。

山﨑　私はオフィスのイメージが診療の組

み立てにも影響すると考えていますし、今

のオフィスや前のオフィスが好きだったの

は、自分の診療にも合致していたからです。

だから、はっきり言ってシンプルがいいのだ

けれど、それが難しい。シンプルはかなり洗

トータルデザインの
デンタルユニット「レフィーノ」

図8　流麗な曲線で組み上げられたフォルム。手肌にや
さしくなじむしなやかな質感。
ファーストクラスの座り心地をめざしたシートは、適度な
クッション性により、リラクゼーションへといざないます。

図7　入口ホールの左右にユニットを展示。光のグラデーション、色や素材の統一、木目の貼り方まで細かくデザインし
優しく上品な空間に仕上げた。
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練されないとできないし、禅スピリッツにつ

ながるようなものだからです。

中川　ただ、歯科は新しい機器や器具が

次々出てきて、それらを導入することで診療

空間が変化してくることもありますね。

山﨑　そうですね。私のオフィスでもユニッ

トごとにマイクロスコープを後から入れた

ので、何となく空間が台なしになってしまっ

たような気がしています。

原　たしかに、そのような面もありますが、

決して台なしではありません。山﨑先生の

ところはすごくきれいに収まっていますよ。

それは、先生が空間を理解し気にされてい

るからで、ただ置くだけではないからだと思

います。

山﨑　だから、今度の「レフィーノ」を見たと

きはすごく嬉しかった。チェアデザインはシ

ンプルだし、ユニットのライトポールにマイ

クロスコープが装備されている。これはい

いですよね。

高田　ありがとうございます。「レフィーノ」

の話題が出ましたので、少し特長について

説明させていただきますと、このユニットは

ジーシーが次世代ユニットとして発表させ

ていただいたものです。患者さんにとって、

先生方にとって、空間にとっての“上質”とい

うものを目指し、“Everything for You”とい

うデザインコンセプトに基づき、さまざまな

新しい機能を盛り込んで開発しました。診

療空間の中でのユニットは患者さんをお迎

えする中心ですから、洗練された快適なデ

ザインで座り心地にこだわりました。また、

より確実な診療を行っていただくためのマ

イクロスコープもそうですが、ドクター側の

液晶モニタやオートスピットン、マウス機能

のテンキー・ポインティングデバイスなど、

機能的にも使いやすいトータルにデザイン

しています。

山﨑　患者さんとの診療の流れが考えられ

ているし、その、トータルということがすご

く大事ですね。

中川　ジーシーがその「レフィーノ」を診療

空間とトータルに紹介したのが良かったで

すね。

原　そうです。ユニット自体は商品ですが、

もう商品だけで物を売る時代ではないので

す。たとえば、マンションにしても商品は空

間だけですが、そこにいろいろなコーディ

ネートをすれば雰囲気が分かるし、生活の

シーンが想像できます。それが大事で、「レ

フィーノ」の例で言えば、売っているものは

ユニットですが、そのユニットを設置する空

間までデザインしています。理想の診療シー

ンが想像できるし、ユニットのコンセプトを

強くアピールすることができます。

図12　衛生性と機能性を配慮したレフィーノデザイン。床を這う
ホースを極力排除するとともにフロアマウントタイプのドクター
／アシスタントユニットは可動範囲が広く、2ハンド・4ハンドオ
ペレーションをスムーズかつ効率的な診療を可能にします。

図9　クオリティの高い治療のために欠かせないマイクロ
スコープもユニットマウント可能な仕様となっています。

図10　柔らかく丸みをおびたアシスタントユニットの
フォルムとスムーズに回転するしずく型のスピットンは、
うがいのしやすさだけでなく見た目の美しさを考慮した
デザイン。患者にほっとする癒しを演出します。

図11　インフォームドコンセントには欠かせないデジタ
ル機器。マウス機能をデザインしたテンキー・ポインティ
ングデバイスは、衛生性にも優れユニットのデザインと
調和し心地よい一体感を生み出します。
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中川　開業や改装するときには、自分なり

に思いがありレイアウトを考えたりデザイ

ンのまねごとをするのですが、本当にうまく

いかないですね。

山﨑　私も部分的にはデザインできますよ。

椅子はここに、通路の壁にはこうしたいと

か。でも、トータルではつながらないのでチ

グハグになってしまうのです。

　私たちは専門職なので、どうしても興味

がCTやマイクロスコープなどのツールに

向ってしまいます。たしかな医療を提供する

ために素晴らしいツールは欠かせないけれ

ど、患者さんにツールの素晴らしさを理解

してもらうのは難しいです。患者さんが、こ

のオフィスがいいなと思うのは先生の人柄

とオフィスに入った時の雰囲気だから、そこ

でマイナスイメージを抱かれることになると

どうしようもない。入った時に感じがいいと

思わせるセットアップは、これから本当に必

要だと思います。

　実は、私の初めてのオフィスは自分たちで

デザインしました。原宿の表参道を見下ろせ

るビルでしたが、原さんに笑われてしまいま

した。あの診療室の良いところは表参道を

見下ろせることなのに、どうして患者さんに

見せてあげないのと。そこで、3分でも5分で

もセットアップのときに患者さんに街の風景

を見せてあげれば、無言のコンサルテーショ

ンができますよって。ハッとしました。私たち

の英知を絞った設計だったのに、デザイン上

では最低のものだったということですから。

中川　原先生は、これまで数多くのデンタル

クリニックのデザインを行われていますが、

どのようにデザインされていくのですか。

原　先生方は最初から形や機能を造りがち

ですが、私たちは最初に患者さんに対する

配慮を考えます。患者さんにとって視覚的

な広がりとか、気持ちが落ち着くとか、空間

を心理的に組み立てていきます。そういう

ことが先生のセンスに直結するのです。カ

タチにするのは最後です。もちろん、歯科医

院としての機能は絶対条件です。

中川　歯科は床上げが必要だったり、ビル

だと空間が限られていたりとか条件の悪い

ところも多いですよね。

原　逆に悪いところを生かしていきます。

小さければ空間にスリットを造ったり、ス

ポット光をひとつ入れるだけでも空間が広

がります。人間の視覚的な錯覚を利用する

のです。要するに心理的な部分もしっかり

考えて造ります。

　　

山﨑　ところで、今、歯科が危機だといわれ

ていますが、私はまだ危機ではないと思っ

ています。危機だとしてもそんなに深刻に

はなってないです。本当に大変になるのは

60歳前後の団塊世代が少なくなる10年後

くらいからだと思っています。最近の子供

たちは虫歯は少ないし、さらに少子化がと

もなって今後は患者が少なくなりますから。

お金もなくなる。その時のことを一番心配

しないといけないですね。

中川　受診率を上げるしか、他に方法がな

いですね。

山﨑　そう。だから、アメリカのように2～

3ヶ月に1度はメインテナンスに来てくれる

ようにしないといけない。そのためにもオ

フィスのデザインも考えて癒しの空間に誘

うような、来て楽しい雰囲気を創って、そし

て患者さんの口腔内を守っていかなければ

ならないと思います。

高田　そうですね。ユニットも機能にこだ

わるだけではなく、どんなシーンで使われて

患者さんにどんなメリットを与えていくか

を、トータルに考えないといけないですね。

原　よくメーカーさんがすごく機能的なも

のができたと自慢しますが、それは製品で

あって商品じゃない。ユーザーが本当に求め

るものが加味されて初めて商品になるので

す。この場合のユーザーは患者さんですが。

高田　単品でものを見ていると、どうして

もそこに行き着かないですね。

原　そうです。トータルで考えないと効果

は出ない。

山﨑　そういう意味では「レフィーノ」は商品

になりますね。空間からトータルで考えてい

るし、コンセプトもいいから最高機種になる

でしょう。だから、買い換えや新規で導入す

る医院には、ジーシーとしてもトータルアド

バイスをしてあげることも大事ですね。

高田　はい。いっそう頑張ります。

受診率を上げるためにも
オフィスデザインはキーワード

先生のセンスに直結する
診療空間

図13　入口ホールより全体を見る。天井には、高さ1ｍの大梁がある。その側面にスリッ
トをつくり、光を配したことで天井高を想像させるデザインに。

図14　受付カウンターの後方は診療室。右のガラス戸の奥はコンサルルーム。
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作っていますが、掲載した写真と実際の印

象が違うのはよくないですよね。診療して

いると、患者さんが何軒もの歯科医院を

巡ってここに来ているのが分かりますから。

それくらい医院やドクターを選択しようと

探しているのだと思います。

原　患者さんは「診療空間から治療のセン

スやドクターの感性を感じる」のです。たと

えば、掃除が適当だったり、色もバラバラ

だったり、センスもないということについて

とくに女性は、そういうことを一瞬に感じる

のです。嫌だと感じたら、もう来ないし悪い

噂しか残らない。空間が古くても、きちんと

していればいいのです。そういうことがドク

ターや医院の信頼につながっていきます。

　そして大事なことは、「治療というのは、医

院の看板や入り口から始まっている」という

ことです。先生方はユニットに座ってから治

療だと考えますが、違うのです。とくに初め

ての患者さんは、看板ひとつで治療のセン

ス・医術までイメージします。入り口でおも

てなしの気持ちが感じられれば安心します。

これからホスピタリティ重視の「心の時代」

になりますから、メンタルな面がすごく大事

です。

中川　患者さんと話していても、デザイン

に関する感性が随分変わってきましたね。

とくに若い人、女性は敏感です。

原　ですから、「デザイン性の高い医療空間

が増えている」のです。空間そのものに感

性があれば、ここの先生の医術はたしかだ

ろう、私たちのことを気遣ってくれる先生だ

ろうと想像するのです。

中川　診療空間を考えるうえで、いかにソフ

トウエアが大切なのかというのは原先生の

お話を伺っていて分かりますね。本当にカ

タチは最後なのですね。

原　これからの時代はニーズの変化を捉え

て、それに応えるデザインでないといけま

せん。そのなかで、「ナンバーワンではなくオ

ンリーワン」を目指すということです。

　よく、「あの先生に診てもらいたい」と話題

中川　空間デザインって、やっぱり好き嫌い

があって皆さんいろいろ考えますね。以前、

歯科医院らしくない空間ということで、歯科

とは無縁の空間デザイナーに依頼する時期

があったけれど、あまり上手く行かなかった。

原　それは歯科の本質が分かっていないか

らです。

　ところで、いま中川先生が言われた好き

嫌いって、誰が好き嫌いなのですか。

中川　歯科医師です。

原　それが間違いなのです。患者さん中心

に考えないといけない。空間は先生の信頼

を患者さんから得る場所ですから、先生の

趣味で造っても本質ではありません。患者

さんはクリニックに入った瞬間に医院のセ

ンスや診療への信頼度を選択します。空間

で人間の意識は変わるのです。

中川　そうですね。我々もレストランに入っ

た瞬間に意識しますものね。

原　ですから、時代やニーズの変化をしっ

かり掴んで患者さんを誘わないとファンに

はなりません。ことに最近は、「患者さんの

美意識」がすごく変化しています。これを、

しっかり考えておかないといけません。そし

て、「患者さんがドクターや医院を選ぶ時代」

なのです。インターネットで調べたり、人か

ら聞いたり、安心できるクリニックやドク

ターを探しているのです。

山﨑　多くの歯科医院がホームページを

になる先生がいますよね。それは、あの先

生らしいということが患者さんに伝わって

いることなのです。“らしさ”が個性で、それ

を表現して他の医院と差別化するのがデザ

インです。つまり、先生なりの理念がカタチ

になることでオンリーワンになっていく。た

だ、山﨑先生の場合は先生らしさではダメ

で、“さすが”でないといけないですね。と

いうのは、先生を目標にされている方がた

くさんいます。だから、先生に診てもらえた

ら「さすが山﨑先生」でないといけない。つ

まり、“らしさ”とか“さすが”はブランドで、

オンリーワンなのです。それを意識して目

標にして、トータルに考えていかないといけ

ないのです。

山﨑　ハードルが高いですよね。

中川　診療空間をデザインするのは大変

ですね。では、私たちが原先生のようなデ

ザイナーの方に診療空間をデザインしても

らう時に、どのようなことをお伝えすればい

いのですか。

原　私たちは、いろいろなお話の中から、

将来クリニックをどうしたいのか、何を目指

しているのかなどをお聞きして、先生のお

考えをしっかり受け止めます。そういうこと

がベースになりデザインしていくのですが、

医療空間というのは先生の技術が研ぎす

まされていくほど先生の姿勢が出てきます。

空間に先生の雰囲気が出てくるのです。患

者さんは、それを感じます。だから、人に優

しい空間であるべきだし、患者さんの個人

情報保護もありますのでプライバシーを確

保できる空間であることも必要です。

山﨑　オフィスの設計というのは、患者さん

個々への対応と同じようなものですよね。患

者さんの五感に触れる心地よさというもの

は地域差もなく普遍的なものだから、それが

オフィスデザインというカタチになることで患

者さんを魅きつけることになると思います。

　私のオフィスのデザインは負担も大き

かったけれど、患者さんを集めるのにはす

ごく役立ちました。40年近い歯科人生の中

でも、こんなに来るの？という感じです。

原　それは、“さすが・らしさ”だからなの

です。

患者さんがドクターや
医院を選ぶ時代

ナンバーワンではなく
オンリーワン

図15　左右の診療室からホールへ向かう空間。壁面には
3種類のタイルを使用し、四方に広がりを感じるようにデ
ザインした。屋外のような開放感を感じる。
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中川　デザインが立派すぎると、ここは敷

居が高そうだと患者さんに敬遠されるよう

なことはないのですか。

原　それは先生の人柄と雰囲気が合ってい

ないからです。合っていれば患者さんは安

心して来てくれます。

山﨑　私のクリニックは「クラシックとモダ

ンの融合」を考えて造りましたが、私の性格

はざっくばらんなので、オフィスでは江戸っ

子気質を出してフランクに患者さんと接す

るようにしています。そのコントラストが、

意外にいいみたいです。

原　そうなのです。完全無欠だと疲れるし

怖くなる。たとえば、すごくモダンな空間で

も、日本伝統の家具や骨董をひとつ置くだ

けで、空間が柔らかくなります。だから、山

﨑先生の雰囲気がハイセンスな空間の中で

も生きているのです。

山﨑　ゆらぎとか、やすらぎですね。

　原さんには10人くらい紹介したけれど全

部デザインが違う。それでも、みんな成功し

ている。さすがです。

原　先生の個性がみなさん違うから当然で

す。私たちが大事にしているのは、先生の技

術や想いを表現することで、これができな

いと空間デザインとしてはダメです。空間は

先生の趣味ではなく外から見た先生の印象

なのです。

中川　テナント開業の場合、空間が限られ

るし柱や梁も問題ですね。

原　ビルの駆体は変えられないので、障害

となるものをよく見せる工夫が必要です。

「原宿デンタルオフィス」も大きな梁が問題

でしたが、梁の流れを意識したデザインに

することで一体化させました。また、梁下が

極端に低い1m87cmという条件の医院もあ

りますが、梁に幅3mを超える継ぎ目のない

ミラーを貼って空間の広がりを表現したり、

照明によって視覚的に奥行きを感じさせる

ということも可能です。

　人間が視覚的に落ち着くのはグラデー

ションです。間接照明が好まれるのも光で

グラデーション効果が出るからです。人間

の五感に訴えることで心地よいものにして

いくのです。

中川　私は音にこだわっていて、診療室を

包むように自然の音を流しています。

原　そうですね。最低でも、視覚・聴覚・触覚・

嗅覚・味覚と五感がありますから。たとえば、

これからは味覚というのも考えたいです。

たとえば、気持ちの落ち着くハーブティーが

提供できるのも患者さんには嬉しい。

山﨑　アメリカのクリニックには、必ずミネ

ラルウォーターやコーヒーがおいてありま

すが、メインテナンスや自費診療のケースな

ら、これからは置いてあってもいいかもしれ

ないね。

　

山﨑　私は自宅にはこだわっていません

が、診療室にはお金をかけたほうがいいと

思っています。自分で新三種の神器と言っ

ている、CTとマイクロスコープとCAD/CAM

は買ったほうがいいです。診療技術が格段

に上がるし、患者さんへの説明ツールとし

てもいい武器になります。そういうことから

自分がブランドになっていくと思います。そ

のうえで診療空間のデザインも固まってく

るのでしょう。

中川　ある意味で、我々自身の意識改革を

しないといけませんね。開業医の意識のど

こかに危機感があるのですが、自分たちか

ら歯科のレベルアップを図り、国民に対して

は健康なうちから歯科医院に誘うこともア

ピールしていかないといけない。

山﨑　そうですね。そのためにも患者さん

はゲストというジーシーの考え方は重要で

すね。これは我々だけではなくジーシーも

含めた歯科界全体で盛り上げていかないと

大きな力にはならないので、ジーシーにも

頑張ってもらわないと。

　ただ、これからは素敵なデンタルオフィス

が増えてくると思います。なぜなら、ジー

シーを始め周辺の企業がそのような方向に

向かっているし、患者さんにも意識の変化

が見えてきているから。だから、今回ジー

シーが診療空間の提案とともに「レフィー

ノ」を登場させたのはとても嬉しいのです。

次世代に向かってこれから歯科界が成熟し

ていくためにも、診療空間のデザインとい

うのは大きなキーワードになりますよね。

高田　ありがとうございます。「レフィーノ」

の発売により、イオムシリーズとまた違った

形で、ユニットだけでなくソフト面も含め総合

的にご紹介させていただきたいと思います。

中川　さすが山﨑先生。明日の歯科界への

提言というかたちでまとめていただきまし

た。本日は、先生方お忙しいなか貴重なお話

をいただき本当にありがとうございました。

人間の五感に訴える
デザイン設計

国民にアピールする
診療空間デザインへ
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